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「

考
え
る
こ
と
は
同
時
に
作
る
こ
と
で
あ
つ
て

…
…

そ
の
作
る
要
素
を
欠
い
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
真
の
意
味
に
於
て 

へ
ゾ：_

〉：：(

，'で
：
：
へ

：
ニ

学

問

と

は'-
^
得

な

&-
-

—

昭

別

十

七

年〈

^

，.
丨
卜
ゾ
丨
丨
丨
丨

-
::::

ぃ

間
の
生
活
の
馨
は
紊
の
：み
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:

-
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:
:
•
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.孽f

 
ベ
ご
 

'

プ

テ

：
ィ
ミ
：
ズ
：

'
ム
：:0
色
合
い
を
先
生
め
悤
想
：に

|
^

し
め
た
ご
と
梂
否
め
な
い
。

八

'
,.
:

先

生©:
学
者
的
丧
丨-̂_

が

冷0
べ
た
ょ̂

^
時
代
の
§

に
も
変
わ
る
こ 

と
が
；な
く
 
7
!

生
0 '
思
猶
的
核
心
が
：、

」

後
に
詳
し<-
記
す.
ょ

，

に
、

文

化

価 

一
値
理
念
：を

-1

心

に

霊

的

湛

張
^ :.
1>
む

震

ざ

れ

た

に

せ

ょ

ゥ

そ

の

思

想

、
.精 

態
度
ば
：？
先

生

遣

ず

で

.
に
大
学
卒
_

の"
一
ー
年
後
に
ミ

_

自
^
1

の
取
扱 

い
に
さ
い
し
、
：：

- .
^

^

離

れ

ャ

個

人

が

な

ぃ

如

孓

,-
:
時

代

を

離

れ

て

学

説

な 

i .く
’
其

の

生

涯

ど

其

の

論

断

と

震

不

離

な

^

の
で
ぁ
る
^
と
途
べ
ら
れ
て
ぃ

;右
の

1
1

か
ら
戦
中
を
経
て
戦
後
に
お
ょ
ぶ
三
つ
の
畔
点
に
お
い
て
、
そ

-t
t 

ぞ
れ
、一！学
問
的
_

め

:̂
.ち

ヒ
、：：教
篇
的
発
言
の
機
会
に
乂
；市
民
的
生
添
の

' 

: <
,つ
ろ
ぎ
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
学
問
と
生
活
に
つ
い
て
の
テ

ー

ゼ
は
、

♦
く 

ー
貢
し
て
同
产
で
あ
る
デ
坐
活
と
学
豐
鲒
び
ヴ
け
で

^

と̂
の
裔
的
創
造

. 

性」x

こ
れ
は
後
民
の
：：ベ
る
ょ
ぅ

.に
坐
活
：办.個
性
的
な
合
理
也
办
努
丸
女
意
味
す 

る >:

の
信
念
。
キ

^
正
七

;¥
、
：：大
学
序
業
以
来
の
先
生
の

# :
問
的
思
考
と
学
、
 

者
的
生
活
の
営
み
の
：底
を

r

貫
し
：て
流
如
た
主
調
低
音
で
あ
づ

：
.

た
せ
先
生
が

® 

想
と
生
活
の
流
れ
に

^
い
て
こ
の
態
度

.

じ̂
も
変
え
な
如
っ
た
一
こ
と
は
、
一
 

方
に
リ
；n.

リ
ズ
ム
の
趣
ぎ
を
生
活
態
度
に
渗
ま
せ
る
と
共
に
、他
面
、

--
:
種
の
才

る

よ

う

.に
、

先

生

の

思

想

形

成

期

で

あ

る

大

正

の

.歴
史

と

社

会

を

離

れ

て

は

考

.

'
 

え

ら

れ

な

い

。

も

と

も

と

先

生

の

哲

学

的

活

動

ば

大

学

卒

業

後

の

数

年

間

に

集
 

中

さ

れ

、'
学

問

論

上

社

会

哲

学

の

一一:

つ

の

対

象

局

面

を

中

心

と

し

て

展

開

さ

れ

. 

た

。

前

者

は

g

済

的

文

化

と

f

2 -
-i
題

す

る

先

生

の

処

女

出

版

物

に

お

い
 

て

取

扱

わ

れ

、

後

者

は

三

田

学

会

雑

誌
の

ほ

か

当

時

の

代

表

的

綜

合

雑

誌

で
 

あ

る

「

太

陽

」

を

始

め

と

し

て

、

-1
中

央

€
論

」

、

.

「

解
放

」

な
ど
お
よ
び
新 

聞

紙

上

を

舞

台

と

し

て

く

り

ひ

：ろ

げ

ら

れ

ノ

後

に

，.「

社

会

坐

活

と

理

想

質

子」

.

V 

と

題

し

て

一

書

に

ま

と

め

ら

れ

た

。

哲

学

的

研

究

が

大

正

年

代

に

如

け

る

青

年
 

時

代

に

集

中

さ

れ

た

と

は

い

え

、

先

生

の

「

本

質

的

意

思1

は

冒

頭

に

記

し

た 

よ

う

に

、

そ

の

後

の

西

洋

経

済

史

研

绝

、

日

本

経

済

史

お

よ

び

日

本

経

済

思

想
 

史

研

绝

の

底

を

主

調

低

音

と

な

っ

て

流

れ

て

い

る

こ

と

は

胃

う

ま

で

も

な

い

？ 

た

と

え

ば

昭

和

十

四

年

に

発

表

さ

れ

た

：「

理

論

と

実

践——

最

近

ィ

ギ

リ

ス

に

' 

お

け

る

経

済

学

方

法

論

争

」

.
の
.論
文

や

、
'戦
後

し

ば

ら

く

し

て

の

..「

思

想

史

研
 

究

の

課

題」

と

い

う

m
文

は

、
"
.専
門

的

歴

史

研

淹

に

う

ち

こ

み

.な

.が

ら

尚

か

の
 

単

な

る

実

証

研

究

に

傾

斜

.し
き

る

こ

と

なV
、
.

学

問

構

成

の

本

質

的

基

盤

そ

の
 

も

の

を

問

い

つ

づ

け

た

凊

年

期

以

来

の

問

題

意

識

の

現

わ

れ

で

あ

る

。

亡

く

：な

‘ 

ち

れ

る

i

刖
、

.秋
：の

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

の

あ

る

日

の

講

義

f
c、
歴

史

学

研

究

の

目
 

標

は

「

人

生

そ

の

'%
の

を

明

ら

.か
に

.す
る

.に
あ

り

、
.し
ゝ
か
も
.そ
.の
人

生

.と

..は

単 

な

を

表

面

的

現

象

そ

の

も

の

で

は

な

い

」

;
と

の

.ベ
ら

れ

た

言

葉

は

今

尚

^

！
 

の

坪

.に
新

し

い

が

:.
'
先

生

の

学

問

的

強

尚

を

.示
し

て

十

分

で

あ

ろ

う

。

'さ
て
先
生
は
大
正

一:1

年
に
大
学
に
入
ら
れ
、
同
七
年
に
卒
業
さ
れ
同
時
に
先 

に
.の

べ
た
如
く
質
子
的
研
発
、

.

.歴
史
研
究
や
ジ
々
丨

.ナ

.リ
ズ
，ム
世
界
に
活
躍
ざ

'
野
村
先
生
の
哲
学

 

.

.れ
、
大
正
十
一
年
四
月
艇
欧
、
向
十
四
年
春
溝
三
年
の
ィ

¥
リ
ス
留
学
を
終
え

' 

隔
朝
、
爾
来
経
済
史
研
究
に
か
た
す
ら
向
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
.に
は 

す
で
に
明
治
は
遠
く
な
り
、：先
生
を
育
く
ん

.だ
大
正
期
も
お
ぽ
ろ
'に
遠
霞
の
背 

後
に
退
い
て
い
る
が
、

.

.こ
の
大
疋
期
は
、

.

日
本

'「

近
代」
史
上
決
定
的
に
重
大 

Iな
歴
史
的
定
点
で
あ
つ
た
。
日
本
資
本
主
義

?±
#

の
^

代
的
^
み
に
特
徴
的
ァ 

:ク
セ
.ン

ト
が
刻
印
ざ
れ
た
の

”は
ま
さ
し
く
こ
の
時
期
で
あ
つ
た
。
日
露
■

•
の 

勝
利
の
あ
と
白
韓
併
合
亂
治
时
十
三
£

を
成
就
し
て
か
ら
対
支
一
平
一
力

' 

条
要
求

(

大
正
四
年

：

> 

に
い
た
る
間
に
、
外
的
に
は
植
民
地
搲
大
を
な
し
と
げ 

た
日
本
資
本
主
義
は
、
内
的
に
は
、
明
治
四
十
三
年
の
大
逆
事
件
を
機
に
社
会 

主
義
運
動
、
階
級
対
立
的
労
働
違
動
を
徹
底
的
に
抑
压
し
、
社
会
違
動

、
' 労

働 

連
動
の
い
わ
ゆ
る

「

夂
、の

|1
#
^

| —
の
出
現
に
ょ
り
大
正
の
始
ま
り
を
迎
え
る
と 

と
を
通
じ
、
資
本
主
義
的
内
部
構
造
の
足
固
め
を
し
た
。
か
く
て
第
一
次
大
戦 

の
マ
ー
チ
に
奏
で
ら
れ
な
が
ら
資
本
主
義
的
行
進
を
開
始
し
た

。

.

,
大
正1R

年

V
.
,
.

五年：
、'十
年
十
五
年

会

社

数

:
'ニ、六

妄

1

八、1

一

1

九

S
一、
i

四六、八

§

工

場

、

^

1

五、H.

九

」

九、
1S

四九、塞

S
、自

工

場

労

務

者

数

A六
1
2要

3
尝
、

-1I
、

八110 、

七
七
六I 、

八
^

、
S

.

鉄
道
開
業
路
線

' 

气
九
八
ヤ
七
四

s

a

T

s八、八セーー，

§

s、i

,

s

' 

:
汽

.船
バ
噸
数

'
I、
M
o、
II三

九

3
九六、六
琴

5
六七、九七「

0
^

国

' 
民

'■所
、得

11 、11 四
七-

.
:

3
六

四

s
、
l

)

s
、
i

V (

楫
西
，•大

身

.
加

藤•’
大
内「

日
本
に
お
け
る
貧
本
主
義
の
発
達
年
表」

〕

。

.こ
の
1資
料
，に
明
.ら
'か
な
ょ
ぅ
，に4
日
欧
米
の
学
者
か
ら
驚
異
的
と
み
ら
れ
て 

.

. 

V
.
. 

一
 

3 
九
.(

九
四
一)



い
る
、
明
,̂
以
来
の
：日
本|

至

義

震
0

確
立
は
こ
の
時
期
ぬ
あ
；
？
た

'。
：，け;.
; 

れ
ど
も
政
治
的
権
カ
に
よ
り
如
何
ほ
ど
抑
压
さ
れ
よ
ぅ
と
ク
資
本
主
義
的
生
産 

様
式
は
第.

J
,

に
、
.自
ず
と
自
迅
に
対
疮
す
る
意
識
形
態
を
生
み
出
さ
ず
に
は
い 

.な
•い
。.
す
な
わ
ち
、
ブ
ル.ジ
.ョ
ア
的
成
熟
に
よ
る
市
民
意
識
の
形
成
で
あ
る

.-
° 

第
二
に
、
資
本
主
義
生
産
囊
は
胎
内
に
自
己
対
立
物
を
は
ら
ま
ざ
る
：を
得
な 

い
。
言
ぅ
ま
で
も
な
く
労
働
者
階
級

.の
出
現
と
社
会
主
義
の
発
生
で
あ
る
。

い 

わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の
指
導
者

db
蟲

作

萼

か

そ

の

指

導

理

弇

「

民
ホ
主 

義J
,

を

卖

公

論

誌

上

に.発
表
し
た
の
は
、
大
正
五
年
先
生

0

大
学
在
学
中
の 

.

.こ

.と
：で
あ
り
、
.
翌
六
年
に
は>
ヴ
千
ト
革
命
の
衝
擊
が

0

本
に
ル
波
及
し、
.つ
.■

,

い
，で
先
生
の
卒
業
さ
れ
た
七
年
に
，は
米
騷
動
が
国
内
を
揺
り
動
か
し
た
。
ま
た 

そ
の
年
に
は
保
守
思
想
：の
打
破
と
世
界
の
進
展
に
即
し
た
思
想
の
.啓
蒙
を
目
的 

に
.、
吉
野
作
造
と
福
田
徳
三
ら
に
よ
り
黎
明
会
が
結
成
さ
れ
た
。
他
方
、
労
資 

協
調
主
義
を
着
板
に
大
正
7 0

年
に
創
立
さ
れ
た
友
愛
会
は
、
そ
め
看
板
の
故
に 

ほ
そ
ぼ
そ
と
存
続
し
て
い
た
が
、
八
年
に
は
大
日
本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
と
し 

' 

.て

よ

ぅ

や

く

靈

を

固

め

石

に

い

た

.？
た
。
.
そ
の
ニ
年
前
.す

で
.
に
河
上
肇
の
，

:「

贫
乏
物
語」

が
世
に
出
、

八
年
に
は
彼
に
よ
り
社
会
主
義
宣
伝
の
：た
め

.「
社

/ 

会
問
題
研
究

J

が
発
刊
さ
れ
た
。
.
名
ら
.に
こ
.の
..八

年

に

は「

我
等」

、「

改
造」
、 

「

解
放」

、「

新
社
会」

な
ど
の
左
翼
的
色
彩
の
雑
誌
が
綺
々
と
創
刊
さ
れ
た
.。 

先
生
の
卒
業
さ
れ
た
七
年
か
ら

.八
年
に.か
.，け
.て
は
大
正
デ_ぞ
ク
.ラ
シ
ィ
の
絶
頂 

期

で

あ

っ

た.0
し
か
し
、
九
年
に
な
る
と
.
一
方
に
日
本
i

の
メ
ー
デ
I
が

催
, 

■さ
れ
た
反
面
、
森
戸
事
件
の
暗
い
陰

^
.
ア
モ
ク
ラ
シ
ィ
蓮
動
に
.し
の
び
於
っ
て 

い
た
。
先
生
が
渡
欧
さ
れ
た
十

I

年
に
は
.日
本
共
産
党
が
結
成
さ
れ
た
の
も
つ

.

:

ぶ

:
う
：
.
:

,

: :
:ニ
ー
5 

.

(

九
四
1
1

)

か
の
ま
、.十
3:
年
に
：は
早
ぐ
も||党
を
余
歡
な
く
さ
れ
、
帰
朝
さ
れ
た
十
四
年 

の
春
に
は
治
安
維
持
法
が
.成
立
し
て
い
た0
.つ
ま
り
先
生
は
大
正

1
K

モ
ク
ラ
シ 

ィ

：の
分
水
嶺
の.頂

点

に

卒

業

さ

れ

、

：

デ

モ

ク

ラ

シ

ィ

の

波

^ ；
#

け

散

ろ

う

と

す
 

る
寸
前.に
日
本
を
離
れ>:
氷
結
し
始
め
だ
時
に
帰
国
さ
れ
た
の

.で
あ
る0

で
は 

先
生
ば
と
のi

う
な
社
会.を
ど
の
よ
う
に
眺
め
、
そ
.の
時
代
に
生
の
理
念
を
ど 

の
よ
う
に_

し
た
ろ
う
か
。

 

.

;

ニ
、
社

会

哲

学. :

.
:

先
生
：の.思
想
、.哲
学
は
.：一
方
に
理
念
と
し
て.の
文
化
®

的
理
想
主
義
、
他 

方
に
人
間
は
自
己
保
存
と
自
己
主
張
の
原
則
ぼ
服
す
と
い
う
^
^
撕
と
そ
れ
に 

よ
り
’組
み
た
■て
ら
れ
た
社
会
観
、'こ
の
一
：

1

つ
の
モ
メ
ン
ト
を
襲
の
軸
と
し
て 

構
成
さ
れ
て
い
る
。
：と
の
迤
念
と
人㈣
胄
、
社
会
観
は
、
：
自
_
の
目
を
始
め 

七
し
労
働
、
労f

組
合
、，.社
会
改
革
、
社
会
主
義
な
どC D
.
社
会
問
題
か
ら
歴
史 

論
、
学
問
論
に
お
よ
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
考
察
に
隅
の
首
S
と

：し
て
据
え
ら
れ 

.て

ぁ

る

■
 

.

.

:

先
生
に
よ
れ
ば
人
間
の
自
己
愛
は
、

一

方
に
自
己
の
持
続
を
目
的
と
し
他
か 

ら
の
障
害
排
除
•を
しな
が

ら
消
極
的
に
自
己
•

に
づ
と
め
る
と
共
に
、
他
方 

積
極
的
に
他
人
に
自
己
の
主
脹
，を
承
認
さ
せ
る
要
求
を
も
つ

.
0自
己
保
#

の
第 

一
は
経
済
的
独
立.で
あ
る
が
、.こ
の
保
存
本
能
の
下
に
家
族
龄
成
、
社
会
組
織 

化
を
行
な
う
0 .
わ
れ
わ
れ
の
生
存
的
本i

求
が
最
小
の
要
求
と
し
て
最
低
生 

活
の
持
続
に
と
ど
.ま
る
時
、
-.
そ
れ
は
自
3
保
孩
'の
段
階
で
あ
る
が
、
自
己
保
存 

.の
た
め
’の
欲
求
取
そ
れ
を
越
え
て
出
現
す
る
場
合
、
そ
れ
ば
自
H '
主
張
要
求
と

な
る
。
し
か
し
人
間
は
こ
：の
自
然
的
、
.本
能
的
要
求
に
基
く
塞
価
値
に
従
う 

ば
か
り
で
は
な
い
。'本P

的
生
活
，の
：自
己
保
存
の
満
足
化
に
対
し
、
他
面
人
間 

は
選
択
的
判
断
を
通
じ
意
識
的
行
動
を
遂
行
す
る
こ
と
，に
ょ
：り
徵
知
性
を
示
： 

す

：'
0人

！！

が
内
的
に
も
外
的
に
も
自
然
科
学
的
因
果
律
か
ら
独
立
：し
た
選

i
 

断
を
沄
す
時
、-.
.
'そ
こ
；に
は
当
^

'：
'
；理
性
的
、
自
由
胡
意
思
の.存
在
が
考
え
ら
れ. 

ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て51
択
的
判
断
は
#
標
準
的
^1
断
の
^
^
で
は
九 

く
、
.理
他
的
意
思
に
ょ
る
合
目
的
判
断
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
？
：本

^

坐̂

活. 

の
：5
己
,

」

ム
.の
瀰
足
化
.に
対
し
こ
：の
理
性
的
，
；
11
由
意
思
的
生
活
に
あ
：つ'

: 

て
は
.：

「

自
己
主
張
1_
;0
充
.実
化
が
必
要
.と
さ
れ
る
の
で
あ
る-0
'と
の
自
已
の
_
. 

由
意
思
の
4
と
で
の
自
B
主
張
の
.充
庚
化
と
い
う
こ.と
は
、
自
己
の
一
天
賦
め
才'• 

能
身
不
断
に
自
绝
的
疋
発-#
>
成
ね
ば
な
.ら
な
い
ど
い
う
義
麓
論
通
ぐ
つ
カ
り：

. 

創
造
へ
の
倫
理
的
意
思
に.つ
な
が
る
'0
は
い
$
龙
で
も
な
：い
。
，亡
の
意
味
：で
才
， 

能
の
な
い
者
で
も
自
己
に
最
適
の
価
値
完
成
を
行
な
う
■こ
と
'ご
そ
最
'-
%
重

要

で
' 

あ
り
、
そ
こ
：に
絶
大
なM

が
存
す
る
の
沈
あ
る
。
，先
坐.の
こ
：：

9

考
え
方
は
、
：
■
'
 

あ

の

白

樺

派

路

ぶ
、
' 

#分允
ち
の
文
学
土.の
立
場
を
人
類
の
全
体
的. 

迚
長
べ
の
意
思
の1
ち
に
設
淀
し
、一..人
類
'-€
>
生
長
の
.：
た
：
：め

把

は

個

人

.の
生
長
が
. 

巡
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は';-
1各
^
が
自
分
の
な
す
べ
普
こ
と
を
す
る.>
-

」

>
: 

で
、
启
分
に
出
来
ゐ
範
囲
で
最
上
め
仕
事
を
す
る
.こ
と
だ」

.

(

白
樺
の
；運
«

'>. 

逑
ベ
た
の
と
佥
-<
軌
を」

に

}1
>て

.v
-
>る
*0
抵
だ
扫
樺
派
が
人
類
的
意
思
め
甲
に 

心
情
的
化
個
性
の
確
立
主
張
を
表
現̂
た

の

に

、
.
.
.
先

生

は

文

化

M

理
念
.の
%-
. 

と
に
論
理
的u

表
現
％

違
い
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い4 

.
公
も
か
く
個
-

価
値 

の
^

が̂
理
1

:の
で
ぁ
カ
、\
こ
め
個
々
入
の
個
々
の
：
^

J7D
成
を
帰
：一
い̂

|

す
る
も
の
が
先
天
的
文
化
価
値
の
観
念
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ 

は
単
な
る&

己

寒
©
本
能
的̂

^

|
足
の
世
思
ば
か
り^
な
く
、
,
自
由
意
思 

の
.も
と
に
天
賦
の
才
能
を
出
来
る
限
り
発
揮
し
：，て
、
.自
己
を
主
張
し
よ
ぅ
と
す 

る
価
値
の.世
界
に
.こ
そ
生
き
る
の
で
：あ
る
。

こ
こ
で
：は
あ
る
理
想

/C

ィ
デ
ー)

を
終
局
目
的
と
考
え.そ
の
理
想
：に
到
達
し

4

ぅ
と
努
め
る
。
'こ
'の
理
想
と
す
る 

も
ー
の
こ%'
女
$
価
偉
の
：完
成
な|の
：で
あ
る
。
：
そ
し
：て
こ
の
文
化i

は
わ
れ
わ 

れ
の
不
断
め
自
S
天
賦
.の
本
能
の
：発
揮
：に
よ
っ
て
の
み
到
達
さ
れ
る

C ;
す
な
わ 

ち
個
人
的
1

完
成
は
そ
れ
よ
0-
-
'
も

犬

な

る
M

、
つ
ま
り
絶
体
i

た
る
夂
. 

化
疆
に
依
存
む
'て
.初
め
で
渾
然
だ
る
個
人
の
標
完
成
が
期
待
さ
れ
る
°
個 

人
の
©
§
意
識
に
お
-̂
\
て
は
：そ
れ
は
人
格
的M

の
完
成
と
し
て
現
わ
れ
る
の. 

.で
あ
る
:'
:0：
そ

れ

故

、
：
へ
入
間

1

0
基
準
と
レ
て
の
#
は
、」

あ
る
靈
が
入
格
完 

成
.■に
資
す
る
.か
.否
ヵ
.
_
^
^.
存
す
?>
'こ
.と
1?
:
-な
る
。「

そ
し
て
右
に
述
ベ
た
.よ
ぅ 

に
、：a

の
人
格
完
成
は
各
人
'の
天
賦
才
能
の
木
断
の
発
揮
に
よ
り
実
現
さ
れ
る 

.の
\で
あ
^
:
:>-
'
£

」

に
結
局
、：'先
坐
の
文
化
權
の
哲
学
の
目
ざ
す̂
と
ろ
は
、
'
. 

わ
れ
が
れ
の
絶
.え
ざ
る
創
造
的
活
動
の
自
発
的
努
力

「

の
y
ち
に
、

.入
格
完
成
を 

は
か
石
こ
と
、
す
な
わ
ち
個
性
：

inn

我
の
確
立
.に
.ほ
.か
な
ら
な
い
？

:

と
.の
：立
場
か
ら
す
れ
ば
理
想
社
会
像
が
、

_
'
.も
ろ
も
ろ
の
異i

個
人
を
補
足 

.し
て
そ
の
本
質
を
十
分
に
発
撖
さ
せ
る
匕
与
の
出
来
る
よ
ぅ
な
有
機
的
組
織
を 

%

;
つ

藝
と
乙
史
、：
描
か_れ
る
ご
.
と
は
自
明
の
理
で
あ
ろ
デ0
.家
族
、
一
国
家
、 

i

は
す
べ
て
個
人
盼
覆
完
成0
字
段
と
し
：
て.
の
：み
.価
値
を
も
ち
得
る
の 

で
、.：ニ
：%
.
:の
社
会
義
に
し
で.フ
そ
の
よ
.う
な
役
割
を
果
し
得
な
い
時
に
は
当
' 

.
然
改
造
さ
杯
ね
ば
な
ら
な
いf
も
こ
.糸
1

め
ず
倫
理
瞅
で
あ
る
こ
と
に
よ-.
?

,

• 

. 

.

.
1

3

:
ノ
 (

九
四
三)

野
村
先
生
の
哲
学



て
、
極
め
て
ラ
デ
ィ
ヵ
ル
な
社
会
改
造
論
が
彩
成
ざ
れ
る
。
す
で
に
人
間
の
火 

間
た
る
所
以
は
、
文
化f

哲
学
の
立
-
か
ち
ば
、：

文

化

機

理

念
'に
向
：？
て：
' 

の

裏

的

'>
.ぺ
創
造
的
努
カ
の
遂
行
：に
あ
る
；こ
と
は
の
.べ
.た
0 

$の
.努
カ

を

、
"
す 

炎
わ
ち
直
#
§
に
は
自
己
主
張
で
あ
り
、
ー
間
接
的
私
は
文
化
価
値
の
.完
成
0
た

. 

め

め

努

力

.を
先
坐

は
§

と

い

ぅ0
;そ
1>
て

ご

の

労

働

に

よ

.
り
へ
ー

^
の
価
値
を 

'幾
分
で
も
完
成
ず
る
ど
と
に
満
晏
感
ず
る
一̂自
己
宝
張
办
満
足I

を
労
一 

働
の
享
楽
化
と
よ
ぶ
。:;
'こ
0
点
に
お
い
.て
学
者
、
へ
芸
術
家
、
資
本
家
が
努
カ̂ 

茧
痛
に
.ま
さ
る
労
働
.の
寧
楽
を
得
て
い
る
の
：に
、
：：労
働
者
の
み
が
I

経
済
学 

的
労
働
概
念
の，1

.要
素
と
し
て
苦
痛
が
あ
る
よ
ぅ
に
|

苦
痛
を
補
ぅ
に
足
ら 

:

ず
、
自
B
保
存
的
活
動
に
.あ
く
せ
く
し
て
い
る
め
は
果
し
て
肯
定
し
得
る
か
.。
' 

穷
働
者
も
自
己
主
張
権
を
も
つ
も
の
で
あ
，り
、
.
文
化
価
値
追
求
の
チ
ャ
ン
ス
は 

年
等
：に
.与
え
ら
れ
.る
べ
'き
で
あ
る
。
今
日
、
：i

主
義
.の
欠
陥
は
' 

i
蓄
積 

*
よ
り
生
ず
る
大
企
業
利
益
の
資
本
家
的
独
占
に
よ
っ
.て
、
資
本
家
は
労
働
の. 

享
楽
的
報
酬
を
得
て
い
る
の.に
対
し
、.労
働
者
は
苦
痛
の
段
階
に-留
ま
り
自
己
.. 

主
張
を
否
宠
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
格
を
は
く
奪
さ
れ
て
.い
る
。
そ
れ 

.に
よ
り
又
同
時
に
生
命
保
持
の
為
、
労
働
者
は
機
械
的
な
非
独
創
的
な
仕
事
に 

従
^
す
る
と
と
に
よ
り
機
械
の
代
用
と
化
し
て
い
る
。
わ
れ
：わ
れ
.は
i

者
に 

自
己
主
賬
的
余
裕
を
与
え
、
単
な
る
機
械
代
理
の
労
働
を
止
あ
労
働
を
享
楽
化

. 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
先
生
に
と
り
八
時
問
労
働
制
な
ど
は
論
ず
る
ま 

で
も
な
い
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
て
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
次
第
に
覚 

醒
し
て
き
た
第
四
階
級
め
生
存
権
の
確
立
を
企
て
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
を
。

そ
め
さ
に
^
働
組
合
の
組
織
は
当
然
の
之
と
で
あ
り
、
.
労
働
組
合
の
使
命
は
最

:

:終
：

g

检
は
广
労
働
©;
利
#-
私
専
有
ホ
る
不
当
な
階
敬
を
滅
亡
し
：た
後
、
労
働
者 

の
入
^
を
み
ど
め
々
矛
べ.て
の
1

に
自
_
を
#
え
^
を
^

i

u '
、.

財
分
鄄 

Q
室
を
は
か
る
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
組
合
は
避
く
ベ
か
ら
ざ
る
衝
突
：は
：あ
く 

:
ま
で
断
乎
闘
う
ベき
で
、
：
あ
い
：ま
い
な
妥
協.は
許
ざ
る
.ベ
き
で
.な
い
：。
こ
の
争 

.闘
的
#
分
を
果
す
為
に
ば
団
結
力
の
弱
い-
—
先
生
の
言
葉
を
そ‘の
ま

ま

用

.
い 

れ
ば
-
—
職
業
別
組
合
を
棄
て
産
業
別
労
組.を
組
織
す
べ
き
で〈

あ
る
と
：い
つ 

て
、
ま
さ
に
現
代
日#
の
.企
業
別
労
組
組
織
の®

点
を
遙
か
：な
大
正
の
時
点. 

ゾ
に
お
い
：て
指
摘1>
て
い
_る
。
そ
の
意
味
か
ら
、い
賃
觀
度
を
廃
止
し
、
産
業
の 

,

自
治
化
に
よ
り
労
働
者
の
自
由
を
実
現
し
よ.う
し
た
：ギ
ル
ド
社
会
主
義
に
先
生 

は
最
も
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
る-0
.か
く
で
人
格
が
無
視
さ
れ
，
当
然
う
く
べ
き 

.

利
益
が
与
え
ら
：れ
‘す
有
産
階
級
が
利
益
を
専
有
し
文
化
発
展
を
阻
害
す
る
限 

り
、
労
働
者
階
級
は
解
放
を
求
む
ベ
き
権
利
を
も
ち
、
有
産
階
級
の
.反
省
な
い 

場
合
に
は
新
社
会
建
設.のM

行
動
は
是
認
さ
る
べ
き
で
あ
る
：こ
と
、
®

行 

動
そ
.の
も
の
：は
字
段
な
の
で'\
こ
の
手
段
に
は
倫
理
的
判
断
は
妥
当
し
な
い
、

•
顚
は
そ
の
目
的
で
.あ
り
、
塵
行
動
が
各
人
の
人
格
的
疆
完
成
に

——

文 

化
®

実
現
に——

寄
与
す
る
生
活
に
導
く
唯
：一
の
手
段
で
あ
る
場
合
に
の 

み
、
そ
.の
襄
行
動
は
倫
連
的
に
肯
定
し
得
る
と
先
生
が
言
う
時
、
十
ぐ
れ
て 

倫
理
的
で
あ
る
こと
に
よ
り
す
ぐ
れ
て
ラ
デ
ィ
力
ル
な
社
会
改
造
論
の
.i

.の 

う
ち)
に
、
.
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の
航
翻
を
み
る.こ
■と

が

出

来

る

:0
そ

し

て

ま

た
 

同
時
に
、
文
化
®

建
設
.の
為
に
は
闘
争
を
避
く
べ
き
で
な
い
と
い
う
、
先
虫 

の
創
造
的
活
f

重
の
i

的
個
性
を
わ
れ
わ
れ
は
感
じ
.な
い
で
は
い
ら
れ
な

1
1
V

科
学#

 

.

先
，生
に
と
り
最
高
の
存
在
は
文
化i

理
念
に
向
っ
て
の
不
断
の
創
造
的
活 

動
で
あ
る
。
個
人
的
が
絶
体
的
な
文
化
価
値
に
依
存
し
て
い
.る
よ
う
に
、 

料
学
も
ま
た
先
生
に
お
い
て
は
こ
の
，ズ
心
#?
砠
に
双
#
し
て
初
め
て
可
能
的# 

在
と
な
る
。
科
学
成
立
の
蓮
礎
は
創
造
的
先
験
者
に
あ
り
と
、
西
田

_
#■ 

(

思
索
と
体
験)

が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
，、
先
生
本
科
学
的
ア
プ
リ
オ
リ
.は
真 

実
在
の
派
生
で
あ
る
こ
と
、
言
い
か
え
れ
ば
、
不
断
の
創
造
こ
そ
真
実
在
で
あ 

り
こ
の
真
実
在
の
概
念
化
名
れ
た
一
面
が
科
学
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
の
べ
て
い 

る
。
そ
れ
故
、
先
生
は
ま
た
篇
を
一
般
的
法
則
と
根
本
法
則
に
区
別
し
、
科 

学
的
^

は̂
前
者
の
一
般
的
法
則
と
し
て
時
空
に
限
定
さ
れ
た
も
の
，で
あ
り
、 

後
者
の
根
本
法
則
に
基
い
て
成
立
す
る
も.の
と
さ
れ
る
。
こ
の
根
本
法
則
が
不 

断
の
自
発
的
創
造
の
発
展
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
7C
来
わ
れ
わ
れ 

の
経
歡
的
^

は̂
ア
プ
リ
オ
リ
な
範
疇
に
よ
り
概
念
化
さ
れ
、
こ
の
㈣
罾
が
さ 

ら
に
関
i

成
力
と
し
て
のg

疇
ア
プ
リ
オ
リ
に
よ.り
®

化
さ
れ
る
。
科
学 

.は
単
な
る
概
念
や
法
則
の
雑
多
な
寄
せ
集
め
で
杖
あ
り
得
な
い
。
そ
こ

'^
種
 々

雑
多
な
概
念
、
法
則
を
整
理、
' 統
：—*
す
る
標
準
が
木
可.欠
で
あ
る
。
：
こ
の
標
準 

た
：る
べ
き
も
.の
が
ア
プ
リ
才
リ
の
選
択
目
的
な
の
：で
あ
る
。
ア
プ
リ
オ
リ
の
選

. 

択EI

的
に
よ
り
統
一
さ
れ
た
概
念
的
知
識
の
集
団
が
科
学
な
の
.で
あ
り
、
こ
の 

:

ア
。フ
リ
'オ
リ
は
範
疇
に
表
象
さ
れ
ず
、
し
た
が..マて
、
概
念
で
は
あ
り
得
な
い

： 

の
で
あ
る
。
科
学
的
ア
プ
リ
オ
リ
は
、
純1

対
批
界
で
あ
り
価
値
そ
の
も
の

： 

:の

絶
.#
猶

価

値

批

界

で

あ

る

真

の

実

在

の

派

生

と

し

：
て

、

超

越

的

ア

プ

リ

，
オ

リ

.
野

村

先

也

の

哲

学

が
実
在
の
一
面
で
あ
る
蓄
的
表
象
世
界
べ
投
影
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る

* 

そ
の
投
影
に
よ
り
初
め
て
認
識
さ
る
べ
き
客
観
的
世
界
が
出
現
し
、
そ
こ
に
科 

学
的
世
界(

ま
だ
は
科
学
的
世
界
観

)

が
成
立
す
る
。
科
学
的
世
界
ま
た
は
科 

学
的
世
界
観
は
そ
れ
故
に
こ
そ
一
面'的
な
の
で
あ
る
。
根
本
的
存
在
と
し
て
の 

純
雜
世
界
、
絶

世

界

が

先

生

に

.あ
っ
て
不
断
の
創
造
で
あ
る
こ
と 

は
、
何
度
も
繰
り
返
し
す
で'に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に 

し
て
成
立
す
る
萍
学
は'そ
.の
意
味
で
は
選
択
目
的
の
種
類
、
数
の
存
在
に
応
じ 

て
、
そ
の
数
だ
け
の
科
学
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
.

の
点
リ
ッ
ケ
ル
ト
の 

普
遍
的
、
個
別
化
的
と
い.う
方
法
の
区
別
に
よ
る
科
学.の
分
類
は
、
先
生
の
眾 

認
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
い.0
そ
れ
は
単
な
る
方
法
の
分
類
.に
す
ぎ
な
い
か
ら 

で
あ
る
。
す
で
に
速
べ
た
社
会
改
造
の
！̂
的
こ
そ
第
ナ
義
的
で
あ
っ
て
、
二
次 

的
な
手
段
に
倫
理
性
が
妥
当
し
な
い
の
と
全
く
同
様
に
、
科
学
の
場
合
に

も
：：：！ 

抑
が
第I

義
で
が
法
H
チ
防
欠
は
科
学
を
分
類
ず
る
本
質
的
属
性
は
附
着
し
て 

な
い
の
：で
あ
る
。
こ
こ
に
リ
.ッ
ケ
ル
ト
の
影
響
を
極
め
て
強
く
う
け
な
が
ら
も 

リ
ッ
ケ
ル
'
.ト
の
論
理
と
は
区
別.さ
る
べ
き
先
生
の
個
性
的
面
目
が
あ
る.0
と
同 

:時
に
先
生
の
:-
の
論
理
は
逆
に
考
え
れ
ば
科
学
は
す
べ
：て
一
つ
で
あ
る
と
い
う 

こ
と
.に
陽
着
し
、.す
ぐ
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
は
科
学
.で
な
い
と
い
う
先 

生
の
特
殊
な
歴
史
論
：を
生
各
出
す
こ
と
も
も
な
っ
て
い
る

-:
0
こ
こ
_で
畠
殳
_
に 

入
る
前
に
沙
し
く
先
生
め
経
済
哲
学
に
ふ
れ
て
.お
こ
う
0
. 

.
> 

.
'

.，
経
済
学
が
科
学
と
し
て
可
能
で
あ
を
か
否
か
と
い
.う
先
生
の
！
^

は
、
大 

iH
^
a
.入
っ
て
よ
う
や
く
成
熟
し
'
き
た
資
本
主
義
社
会
の
自
意
識
の
現
わ
れ 

と
し
.

k
、

左
右
田
博f

の
強
カ
な
理
論
的
展
開
の
下
に
押
し
進
め
ら
れ
た
時
代

,
1三

弓(

九
四
五)



'.'
^

1
^

識

1
あ

っ

た
'V°そ
^

:
学
■
か

ら
t

-x
、
'
,
先

生

に

と

り

経

済

学

の

科 

.学
性

は
.そ
^
ア

プ

，
リ

オ

：
リ

.な
'邏
択

目

的

に.あ

る
0
 

.こ
の
.ア
ブ
.，̂

オ

リ

な

違

択

目 

■
め
：科

学

へ

め

311̂

適

靡

獻

織

導

概

念

と

七

て

現

わ

れ

る

:0
法

氧

を成
：： 

;&
せ
^
め
:2
>

.
; ^
概

: ^
が

権

利

、:̂
務

で

あ

ネ

ょ

ぅ

に

、

(

経

済

学

に:%
ま

た

何
 

方
•
の
：
経̂

^
 7
プ

リ

オ

タ

と

し

て

の

織

導

概

念

が

な

乂

て

抵

な

ち

众

^:
-

'
こ
， 

':
.
0織
導

概

念.の
必

要

姓

：に

つ

い

て

は

先

生

は

.左

葙

田

博

士

：と
.説

を

同
1:
く

す

る 

が

、
：_

田

理

論

が_
済

溉

念
0
雁

史

性

：か

ら

し

て

貧

幣

么

い

ぅ

歴

史

性

概

念 

%
機

導

概

念

と

け

る̂
に

対
:;
^

先

生

攸

質

齡

な

き

経

衝

現

象

の

# -
在
し
得
る
へ 

」

こ

と

か

あ

そ

れ

に

反

純

し
、
：
'
' 
財

令

嚮

導

概

念

と

し

た

。
財
;i
は

経

ぞ

 

け

,^
も

：の

次

ぁ

為

ぁ

る

，も

の

が

経

奪

の

免

天

的

要

素

ル

1

致

-
？̂)
:

と

認

識

一 

さ

九

た

伸

、_そ
の
;%
の

他

顧

伤

蓄

を

有̂

ま

た

経

済

.学

の

先

天

的

敷

素

と 

1致
才

石

菘

嵇

的

|

を':
%
'
,
?
て
い
>て
も

認
|
|
れ̂

ず

何

ち

の̂

^
判
^

^
 

め

ら

れ

な

い

，
時

に

は

、

.そ

の

も'-
0
;.
に

は

経^ :
邏

は

な

い:0
:
あ

る

も

の

の

経

资
 

.的
®

の

認

識

め

泌

要

令

感

じ

截

識

さ

れ

る

場

合

、

そ

の

4;
の

は

経

乾«.
修

&-
. 

ゥ

と

さ

れ

る0
.
そ

：の

篇

識

の

必

要

は

输

少

性

に

ょ

り

促

さ

れ

る

:0
.こ
0
ょ
ぅ

に 

効

用

説

か

ら

物

の

効

用

に

対

す

る

人

間

の

認

識

と

い

ぅ

モ

.メ
ン
ト
を
之
り
へ 

入

れ

る

一

力

、

ょ

し

ん

ば

，

M

の
M
東

で

は

な

い

に

せ±-
、
_赞

1|
|
の
.創

畫

は
 

.^
働

で

あ

る

と

し

て

労

働

^

^

説

の

モ

メ

ン

ト

を

と

力

ん

れ

る

こ

>
に

ょ

り

先 

.生

の

経

済

価

値

論

は

く

み

立

ズ

免

て

い

る

。

d労

働

は
|
定

€»
'
.
価

値

を

前

提

と
 

せ

ね

ば

な

ら

オ

、

ま
.た
そ
の
.価
値

は

労

働

に

ょ..っ

て

の

み

創

造

さ

れ

る

と

，
い

:5
: 

の

が

先

生

の

考

え

な

の

で

あ

る

。

.そ
し

て

こ

の^ :
働

が
^ ：
生

か

根

本

テ

'丨
せ
で 

ぁ

る

創

避

的

话.働
に
.結
^
ひy

こ
：上

も

！

ぅ

戈

で

も

炎

か
0
人

間Q

経

済

活

動

'

’
*

.

'

- 

ゴ
ー
ー
四
ハ
九
四
六
；

j

'
.似
すy

て
：̂
間
の
在
存
維
持
、
自
已
保
存
兮
目
的
::
>
:し
前
提
と
：す
0々

経
済
価 

.'
値
の
増
策
は
こ
の
生
存
生
活
の
物
質
的
改
廣
で
あ
久
と
の
窜
実
を
経
済
濃 

.
論
は
そ
の
根
柢
に.お
.か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。_し
か
し
入
間
の
生
存
は
単
に
物 

'.
.

^
⑩
生
存
維
持
に
留
ま
ち
ず
、，
よ, ^
高
き
文
化
M

に
到
達
せ
ん
と
欲
す
る
も 

''
©
.
で
あ
る
。
そ
と
に
向
う
努
カ
は
す
べ
て
経
済
上
.の
労
働
な
の
で
あ^ 0

蕩
 

「

と
^

た
か
^ :

経
済
的
€

を
創
造
し
.て
行
く
過
程
に
お
け
る
肉；^
,

.

|

?

^
 

な

「

創
造
的
の
办」

c

o

r

e

a
-c
+
i
y
e 

p
o

w
e

r
)

な
，の
で
あ
る
。

”

：洗
生
：は
：̂
土
の
ベ
た
よ
う
な
社
会
哲
学
、

^

^
哲
#
を
残
し
ズ
大T H

十

J

年

廣
イ
ギ
リ
ス
留
学
に
旅
立
た
れ
た
。

.

」

. 

.

■ 

. 

. 

. 

■

:

-

.

.

■-
.-
-

■:
■-
'肩

学
の
.名
目
は
経
蜜
研
究
で
あ
ら
た;0
先
生
.の
卒
證
|
文

鋒

学

論

で

欹 

'■

マ
た
が
歴
史
佛
関
心
本
厚
べ
か
ら
あ
つ
た
よ
う
だ
。
先
に
あ
げ
た
^
女
出
版
で 

.

あ
.る
- 1

経
済
的
次
化;>
:哲
学」

.
中
に
は
、
M

人

の

覚

醒

と
^ ;
同

生

活

の

拡

大

と
 

い
う
次
化
発
展
の.歴
史
的
事
例̂

し
.て
、
古
代
に
お
げ
る
家
族
制
の
研
究
や
中 

-:

世
f

ル
ド
の
研
绝
が
す
で
に
収
め
ら
れ
て
あつた
。.
そ
し
て
留
学
中
に
.経
済
史 

'■
P

専

門

篇

究

の

決

康

阖

め̂

れ
た
の
で
あ̂

。V

留
^

H
-

の
先
生
の
露
的 

推

移

は「

欧
洲
印
象
記」

: 0

本
評
論
社
>

と
'1
>
.て
^

と
：め
ら
れ
た
書
簡
集
に
突 

に
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
え
が
か
れ
，て
い
る
。
こ
の
書
讓
は
欧
洲
印
象
記
之
い
う 

.
よ
り
心
象
日
記
と
言
う
べ̂
で
、
自
分
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
研
能
生
活
を
ど
. 

う
す
べ
.き
か
ま
い̂

問
い
め
ー
自
己
へ0
投
げ
か
.け
を
中
心
よ
し
た
心
の
起
伏 

■■
■
i
、
そ
の
起
伏
に
败..
1
:
.た
.異
国
め
人
間
、
風
物
の
剪
せ
杷
終
始
し
て
ぃ
る
。
渡

次
し
て
半
年
！！！
1
の
手
紙
.に

讨「

理
想
は
砸
想
と
し
て
現
在
の
社
会
に
対
し
て
は 

一
個
人
と
し
て
最
善
を
尽
す
よ
り
社
方
の
な
い
こ
と
、
自
分
の
今

.の

.
0

は
自 

分
だ
け
の
.
こ
と
、
自
分
の)

坐
括
基
調
.の
：発
見
の-

;2
-|

ーロ.っ
ヤ
い
.る
0
_翌
年
'
; 

1

.月
に
は
今
自
分
の
心
は
常
に
自B1

個
に
局
限
さ
れ
、

(

B

れ
の
内
' ^

る
値
の
：'
 

成
最
に
の
み
あ
り
、

：

対
社
会
め
問
題
と
は
離
れ
て
；い
る
と
い
ぅ
_

を
書
,

', 

さ
ら
に
そ
の
年
の
終
り
に̂

「

私
と
し
て
も
概
念
を
明
確
に
せ
ず
し
て
は
^
#

.

の
研
究
を
观
诌
に
す
る
と
と
被
也
来
な
い
と
考
べ
て
い
た
。
然
し
方

^

1

に
の
'
. 

み
1

し
、
、
そ
れ
以
上
に
出& '
い
学
调
賢
究
も
学
問.と
し
ズ
正
し.
ヤ
も
：の
で
ぷ:'
- 

る
と
は
考
へ
な.い
。
少
な
<'
.と
も
今
の
||
:

分
に
と
つ
て
は
あ
る
学
問
的
体
系
^
 

作

：る

よ

り

も

、
先
づ
そ
©
:
蓮
礎
と
な
ク
：
材
艰
と
な
る
べ
：き
事
実
の
漸
绝
蒐

：
. 

%

殊
に
先
づ
歴
史
阶
霖
に
努
力
し
よ
ラ
と
思
や
て
ゐ
る
!—

こ
と
、
；

」

そ
し
：て:-
: 

社
会
®

、
.政
^

^

私
调
心
9

漭
: <

な
.つ
て
い
る
こ
と
を
冶
忆
引
用
し
た
書 

簡
の
後
に
疏
け
て
記h

て
：い
る
。
か
く
て
帰
国
の
前
年
の
.夏
に
社
、
，；ケ
ム
‘
プ
リ
：：
 

ッ
ジ
に
お
け
る
研
究
は
十
分
に
ま
;.

i：
-
あ
.得
な
办
っ
た
が
、「

然
し
大
体
な̂

^

 

そ
の
！̂
子
も
立
ち
、
研
篼
方
法
も
略
々
見
当
が
つ
仏
免
。
と
れ
女
ま
と
め
る
の

.. 

は
日
本
セ
ゆ
わ
く
り
や
々
た
い
と思
ふ
。
.'
:
'唯
根
気

が

肝

雰j
,

汰
研
篼
方
向
必：
.
. 

確
立
を
記
す
忆
い
た
マ
て
い
る
。
：研
究
访
向
さ
浼
確
立

^

れ
过
あ
と
は
オ
ヤ
に. 

形
成
さ
れ
て1>
:
た
創
造
生
義
の
哲
学
、
す
な
わ
ち
天
賦
才
能
の
.不
断
の
自
発
盼
：
 

発
摒
の
努
カ
の
哲
学
に
従̂
だ
け
で
あ
る
。
歴
史
研
究
へ
の
専
心
，で
f

。
：：- 

'
の
政
治
的
、
社
会
：
^

®

办

ら

歴

史

研

究

：
へ

.
の心の推
移を胸中
杧规
 

め
て
：
、
，
大

正

十

四

^

春
、
祖
国
の.土
を
再
び
踏
ん
だ
の.で
あ
る
が
、
満m

年
ぷ
：
 

り
に
踏
：み
立
っ.
た
.こ
.
.
.の
祖
国
の
：土
壌
で.は
、
：か
の.恶

名

高

き

治

安

維

持

法

の

.
成

野
村
先
生
の
哲
学

立

.に
よ
り
大
正
デ
：モ

ク

ラ

ィ

の

花

は

実

を

結

把

な

い

ま

ま

踏

.み
に
じ
ら
れ
よ 

う
と
し
て
い
：た
0 .
:で
あ

，
っ
：
た

。

先

生

：
の

そ

.の
後
の
專
門
的
歴
史
研
究
へ
の
専
心'' 

は
ま
さ
し
く
時
代
と
環
境.と
個
性
の
産
物
で
あ
つ
た.と
い
；え
る
。

で
は
先
生
は 

，
生
涯
か
げ
た
膪
史
研
究
を
ど
：の
よ
う
に
み
て
い
た
ろ
う
か

。

:
:

先
生
：の■歴
史
論
の
最
大
の
特
微
は
歴
史
は
科
学
で
な
い
と
い
う
立
^

で
あ 

:
:る
6

だ
の
立
場
は
最
後
ま
沈
先
唑
に
よ
り
固
執
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
先
生
の
哲

.

.

学
と
無
縁
に
形’
成
さ
^

た
も
の
で
は
な
く
、
.
'こ
の
^

^

で
又
そ
の
罾
^
を
砠
ん 

だ
大
i E

思
潮
の
あ
る
特
質
を
現.わ
す
も
の
で
も
あ
る
。
.
先
生
は
歴
史
の
要
素
と 

'

し
X

時
間
的
経
過
、
：
事
実
的
存
在
、
個
別
的
記
録
に
加
_
え
飞
、
文

化

卷
へ

の 

:

間
係
と
い
う
、
従
来
の
日
本
の
質
論
に
な
ハ
新
し
ヤ
要
素
を
導
入
し
た
。
，
こ 

.

机
は
も
ち
ろ
ん
哲
学
的
思
洗
に.よ
る1

®

則
に
よ
り
歴
史
的
素
材
を
取
捨-
 

.

し
、.
先
験
的
歴
史
構f

す
る
こ
と
で
は
な
く
、M

史
を
構
成
す
る
に
被
立
，つ
ベ 

き
指
導
的
概
念
と
し
て-の
.文
化
標
関
係
操
作
の
意
味
で
あ
る
。
同
時
¥

こ
0
' 

，
考
え
は
人
類
疗
動
の̂
ち
に
は
、
.何
ら
か
の
目
的
に
基
く
選
択
的
意
思
の
現
わ 

れ
が
あ
る
こ
と
、

か
か.る
目
的
が
何
ら
か
の
標
準
に
よ
る
取
捨
選

i

断 

■

で
あ
，み
似
上-
够
然
的
に
蓄
思
自
曲
の
存
在
を
意
味
し
、
単
欢
る
自
然
必
然
的 

.
な
因
果
論
：で
は
亂
り
切
る
.こ
と
の
出
来
な
い
と
い
う
先
の
文
化
M

的
社
会
哲 

.

学
の
考
え
亦
し
童
な'り
結
び
0

い
て
い
る
も.の
.
で
あ
る
。
か
く
て一

方
に
' 

価 

値
調
.

^

?要
素
レ(

即
ち
目
的
論
猶
要
素

)

の
重
視
に
よ
”
、
.歴
史
は
単
な
る
事 

庚
的
記
録
で
拟
な
い
と
主
張
さ
れ
、
.
他
方
、
.
人
顏
行
動
中
に
自
由
意
思
の
働
く 

.

ぶ
と
を
認
め̂

こ
^

に
.
よ
々
、
歴
史
に
お
け
る
因
果
論
的

(

或
は
自
然
科
学
的)

:

概
念
#

成
を
ー
'面
的
で
実
在
か6
避
離
し
：た
観
念
的
世
界
と
し
て
妣
判
され.

三
五
.

.(

九
四
七)

■ *



,-る
。
へ
人
類
の
歴
史
は
目
的
関
係
ど
因
果
関
係
が
複
雜
に
か
ち
み
，合

：い
融
合
じ 

.て
い
る
。ハ
個
々
の
構
成
現
象
の
細
密
な
分
析
：ど
共
.に

そ

れ

よ

り

；
一

層

重

：大

众

全

： 

体
的
舰
掲
を
確
実
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
タ
歴
史
は
全
面
的
観
察
冷
企
づ
べ
：

.誓

Q

で
^
り
、'-
'
.
-
塞
に
即
す
べ
き
も
の
で^ '
る
。
か
く
で
ま
た
わ
れ
わ
れ
は 

S
史
現
象
そ
の
も
の
の
必
然
性
、
dそ
の
発
展
：の
必
然
性̂

す

る

：こ

と

に

よ 

W
歴
史
の
本
質
を
知
る
の
で
あ
る
。
分
析
的
説
明
は
：単
に
素
材
の
意
味
.を
明
確 

、に
す
る
の
み
で
あ
る
セ.歴
史
家
の
至
観
性
も
努
力
ぬ
よ
り
あ
る
程
鹿
ま
で
客
観 

化
さ
れ
る
と
.と
が
出
来
、
.歴
史
士
同
化
す
る
こ
ー/ ^
に
よ
，
- ^
.
人
生
^
展
原
則
- >
.

:

歴
史
家
の
世
界
観
と
が.一
致
す
る
こ
と
が
出
来
る
時
、：
記
述
は
客
観
的
と
.な
.る 

と
の
べ
ら
れ
て
.い
る
0
：そ
れ
故
、
歴
史
を
科
学
な
ら
し
め
る
と
と
は
却
っ
て
歴 

史
の
本
質
を
失
う
こ
と̂
な
る
と
し
て
歴
史
は
料
学
で
.な
い
と
い
う
歴
史
論
を 

;

.主
張
さ
れ
る
の
.で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
科
学
と
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
範
疇
や
選
択 

.
0的
構
成
に
よ
り
時
間
的
要
素
の
遮
断
の
上
に
成
立
す
る
ネ
の
で
あ
り
.、
た
と 

え
時
間
的
I

の
定
立
化
は
可
能
で
：あ.っ
て
も
、
そ
れ
は
普
遍
時
間
化
で

1

っ
_ 

の
彩
式
化
に
す
ぎ
ず
現
実
を
遊
離
し
た
も
の.で
あ
る
か
ら
と
し.て
退
け
ら
れ
る
. 

の
で
あ
.る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
文
化
科
学
、
自
然
科
学
の
リ
ッ
ヶ
；ル
ト
的

： 

方
法
区
別
‘に
よ
る
学
⑻
殳
罾
を
み
と
め
な
い
で
、
ホ
員
⑽
に
は
科
学
の
ゆ
^
は 

一
つ
と
み
る
結
果
に
な
る
先
生
の
科
学
論
も
ま
た
歴
史
は
科
学
で

.な
い
と
い
う
’ 

テ
.丨
ゼ
を
虫
ん
セ
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
科
学
論
と
西
田
哲
学
の
わ
う
純
雜
直 

観
の
立
場
と
で
先
生
の
歴
史
論
は
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

.こ
こ

に

_

ぼ

し

言

え
 

ば
こ
の
歴
史
論
を
貫
き
薄
い
て
い
る
の
は
文
化
f

哲
学
な
の
で
あ
る
。
先
生 

の
言
う
文
化
と
はr

真
の
世
晁
を
求
め
ん'と
す
る
意
思
に
よ
る
人
間
の
努
力
が.

作
り
あ
げ
だ
第
象
の
全
体
で
あ1

L
た

が

：
つ

て

単

な

る

文

明

^

v

で
：
は

な

く 

永

遠

：
の
：
響

：を

有

す

々

不

断

の

劊

造

な

の

で

あ

る

：？

」

：
；
そ

し

：て

生

存

の

德

は

、 

パ
か
か
'る
文
池
の
実
現
過
程.で
：そ
の
全
人
格
を
十
分
に
靡
揮
し
た
か
：否
か
に
あ
る 

.
:表
い
.ぅ
：
の

が

先

生
©
:確
信
で
あ
ら
た
0 

.

.
つ
ま
り
文
化
疆
理
念
：と
は
、
：
自
由
に 

•L
て
自
発
的
な
創
造
的
活
動
に
ょ
る
！；

K

賦

才

能

の

彩

成

、
.
.
す

な

わ

ち

個

性

的

自
 

我
確
立
.の
信
念
で
あ
っ
た
。
：
そ
れ
は
ま
へ
こ
と
に
人
類
の
主
：

^

成
長
へ
：の
意
思 

r
の
信
念
に
ょ
々
'文
学
的
自
我
の
確
立
を
信
じ
た
白
樺
派
や
人
格
主
義
の
阿
部 

次
郎
を
生
^
た
、
ナ
证
领
の
.篇
的
特
質
の
現
わ
れ.で
.ぁ
.っ
た
。

l

i
 

理
へ
'の
確
固
衣
る
信
念
、
あ
る
場
合
に
は
武
者
小
路
に
み
ら
れ
る
ょ
ぅ
焱
手
放 

し
.：の
普

遍

的

真

理

へ

，
の

'信
頼
と
、'そ
ぅ

い.ぅ
信
念
に
裏
#1
ち
さ
，れ
た
強
烈
な
個 

性
的
自
我
の
確
立
。
；.そ
れ
は
確
か
に
社
会
の
前
近
代
的
な
共
同
体
束
縛
に
対
す 

る
市
民
的
解
放
の
機
能
を
果
さ
し
め
た
が
、
そ
の
反
面
、
確
立
さ
れ
た
強
烈
な 

自
我
は
、
自
我
を
と
り
ま
く
外
の
社
会
や
そ.の
歴

史

的

流

れ

.
へ

の

窓

を

閉

ざ

す 

結
果
を
も
，た
ら
し■た
。
，■い
わ
ゆ
る
オ
I
.ル
ド
'.
.
リ

ベ

ラ

リ

ズ

ム
<0
-
A
•た
ち

，'
の 

現
代
に
お
け
る
社
会
的
限
界
は
そ
ぅ
い
ぅ
と
こ
ろ
に
根
ざ
ず
と
思
わ
れ
る
。
先 

生
を
包
ん
だ
大
正
の
思
想
や
文
化

一

般
が
個
性
的
自
我
の
蟛
か
に
出
発
し
た
の 

に
対
し
、
現
代
の
わ
れ
わ'れ
は
自
我
の
略
於
に.す
べ
て
を
出
発
し
て
い
る
。
認 

識
と
現
実
の
間
に
、
深
い
裂
け
目
が
橋
を
渡
す
こ
と
の
出
来
な
い
ま
ま
に
、
ロ 

を

あ

け

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

:.
0

そ

れ

故、
' 人
類
の
意
田
心
だ
と
か
普
遍
的
文
化 

M

と
か
、
意

識1

般
と
か
を
信
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
.ま
た
歴
史
現
象
の
認 

識
に
さ
ぃ
し
て
も
認
識
者
は
意
識1
般
ゃ
純
粋
思
考
_で
は
な
く
、
具
体
的
な

」 

個
の
人
間
を
媒
介
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
i認
識

さ

れ

た

も

の

は

、必

然

的

に

形

式
化
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
現
実
離
れ
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。 

す
な
わ
ち
認
識
に
さ
い
し
認
識
す
る
人
間l

i
B'
の
#'
# 

6基
勤
を
常
に
考
. 

え
な
く
て
は
い
.ち
れ
な
い
。
こ
と
に
先
生
以
後
の
歴
史
哲
学
が
、
昭
和
の
社
会 

的

と

共

に

、
先
生
の
友
人
で
あ
っ
た
三
木
清
の
歴
史
哲
学
ハ
昭
：和
七

_年)

.

を
経
て
次
第
に
論
理
主
義
的
、
：乃
至
は
認
識
論
的
性
格
を
喪
い
、
大
戦
中
の
存 

在
論
的
歴
史
論
か
ら
戦
後
の
実
存
主
義
的
歴
史
論
へ
と
移
っ
た
所
以
が
あ
る
。 

経
済
哲
学
も
同
様
に
左
右
田
哲
学
のi

者
杉
村
広
蔵
.の
あ
と
、
未
多
謙
三
を 

転
回
点
と
し
て
存
在
論
的

•

実
存
主
義
的
方
向ベ
と
向
っ
た
。

.
と
も
あ
れ
先
生
は
い
わ
ば
創
造
主
義
の
哲
学
を
形
成
し
、
そ
れ
を
自
ら
に
課 

し
て
_
践
し
歴
史
研
究
に
不
断
に
従
亊
し
た
。
先
生
が
戦
時
下
、
政
府
が
政
策 

遂
行
機
関
と
し
て
隣
組
を
つ
く
り
、•こ
れ
を
江
戸
時
代
の
五
人
組
組
織
に
な
ぞ

• 

ら
え
そ
の
f

互
助
性
を
称
揚
し
た
の
に
対
し
、
五
人
組
紙
織
は
む
し
ろ
上
か 

ら
の
強
制
機
関
：で
あ
る
と
反
論
し
た
り、
' 戦
争

中

西

欧

の

科

学

の

、消

化

吸

収

の 

必
要
を
は
ば
か
ら
ず
言
い
、
戦
後
い
ま
さ
ら
の
姐
き
.

「

科
学
的」

®
史
め
流
行 

に
！

T

し
な
か
，っ
た
：の
も
、
い
ず
れ
も
先
生
の
激
造
主
義
の
哲
学
と
自
己
の
哲
学 

の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
^
く
ま
で
従
い
、
実
践
し
て
虫
む
こ
と
の
な
か
っ
た
生
活 

態
度
に
由
る
も
の
で
あ
る0
.確
か
に
先
生
.に
は
ド
ス
ト
.

H

フ
ス
キ
ー
的
面
貌
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
真
理
追
求
の
学
問
的
厳
し
さ
が
、
そ
の
人
柄
を
に
じ
み
.ひ 

た
し
て
い
た
こ
と
は
先
生
を
知
る
す
べ
て
の
人
の
目
に
明
白
で
あ
ら
た
。
生

 ̂

の
f

は
、
：文
化
の
実
現
過
程
で
不
断
の
創
造
的
活
動
に
ょ
ヴ
そ
の
全
人
格
を 

十
分
に
発
揮
す
る
か
否
か
に
あ
る
と
い
ぅ
の
が
、
先
生
の
.信
念
で
あ
っ
た
と
す 

れ
ば
、
，
先
生
の
学
者
的
生
涯
は
ま
こ
と
に
、
そ
の
信
念
そ
の
ま
ま
の
生
涯
で
あ

••
.
.

(

学
悤
を
傯
び
つ

0'
、

九
月
一
日
記)

〔

附
記〕

.

.

与
え
ら
れ
た
紙
：面
の
：制
約
上
、
引
用
の
指
示
を
略
し
た
が
、
免
生
の
哲

学
を
知
る
た
：め
の.文
献
.は
左
記
の
通
り
で
あ
る。
.

0
.

「

経
済
：

§

文
化
と
哲
学」

大
：芷
九
年
初
阪>-
'

M十
年
改
版
。 

,〇F

社
会
生
取
と
理
想
哲
大
正
十
年
刊
。

Q
「

欧
洲
印
象
記1-
-

昭
和
一
ー
年.刊
。
'
,

,/
.

:〇

「

歴
史
と
科
学

」

昭
和
十
一
年
刊
。
；；

： 

o「

む
か
し
と
今
と

」

,:
:昭
和
十
五
年
刊
T 

0;「

探
史
余
ぎ
昭
和
十
：八.年
刊
。 

o「

随
筆
支
化
建
設
.！
昭
和
一
.一
十一

年
刊
。
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村
先
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の
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